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1.  平成23年12月期第1四半期の連結業績（平成23年1月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期第1四半期 45,419 2.3 2,839 △3.0 3,043 △1.6 1,616 △1.4

22年12月期第1四半期 44,401 4.1 2,928 270.0 3,094 153.3 1,639 67.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年12月期第1四半期 33.80 ―

22年12月期第1四半期 34.28 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年12月期第1四半期 144,627 84,775 58.6 1,772.44
22年12月期 143,845 83,419 58.0 1,742.60

（参考） 自己資本   23年12月期第1四半期  84,762百万円 22年12月期  83,406百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年12月期 ― 14.00 ― 14.00 28.00

23年12月期 ―

23年12月期 
（予想）

14.00 ― 14.00 28.00

3.  平成23年12月期の連結業績予想（平成23年1月1日～平成23年12月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

85,000 1.5 3,100 △15.2 3,400 △13.2 1,800 △12.2 37.63

通期 181,000 3.4 8,000 12.0 8,500 15.2 4,800 24.9 100.36



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  有  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異な
る場合があります。 
 業績予想に関しましては添付資料のＰ．３をご参照ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．３「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 1社 （社名
ノーリツエレクトロニクステクノロジー
株式会社

）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年12月期1Q  50,797,651株 22年12月期  50,797,651株

② 期末自己株式数 23年12月期1Q  2,975,303株 22年12月期  2,934,199株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年12月期1Q  47,842,888株 22年12月期1Q  47,837,092株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国を中心とした世界経済の回復や政府の景気対策を背景

に企業収益や設備投資に改善の兆しが見られるものの、急激な円高や原油をはじめとする資源の高騰、雇用情勢や

個人消費の低迷が続いており、景気は依然として厳しい状況にあります。また先の東北地方太平洋沖地震の甚大な

被害や電力不足の影響も加わり、わが国経済は予断を許さない状況にあります。 

国内住宅設備業界におきましては、住宅エコポイントや住宅ローンの優遇税制等、政府の住宅取得支援策の影響

もあり、新築住宅着工数は穏やかな回復基調にありました。しかし東北地方太平洋沖地震の影響は建設資材や住宅

設備機器の調達などにも及んできており、下振れするリスクが存在しております。 

このような状況のもと、当社グループは当第１四半期連結会計期間より「国内事業」「海外事業」の二つを事業

セグメントと位置づけ、新エネルギー分野を含む環境性と安全性を基軸とした新製品開発、ソリューションビジネ

スを行うことで国内、海外での成長を目指す中期経営戦略「Ｖプラン１６」をスタートさせました。 

この結果、第１四半期連結累計期間の業績は売上高454億19百万円（前年同期比2.3％増）となりました。 

一方、利益面につきましては、営業利益が28億39百万円（同3.0％減）、経常利益が30億43百万円（同1.6％

減）、四半期純利益16億16百万円（同1.4％減）となりました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 国内事業 

 当第１四半期連結累計期間の国内事業セグメントは、売上高が429億94百万円、営業利益が28億54百万円となり

ました。 

 温水空調分野では、特に昨年度発売した新製品「ＧＴ－Ｃ４２シリーズ」「ＧＱ－Ｃ３３シリーズ」「ＯＱＢ－

Ｃ４７０３」シリーズを中心に、高効率ガス給湯器「エコジョーズ」、高効率石油給湯器「エコフィール」などの

潜熱回収型の高効率タイプが販売を伸ばしました。住設システム分野では昨年発売いたしましたシステムキッチン

「ベステシリーズ」、洗面化粧台「シャンピーヌシリーズ」が好調に推移しておりましたが、震災の発生により生

産・調達に影響を受け、売上は微減となりました。厨房分野ではテーブルコンロが好調で売上を伸ばしました。新

エネルギー分野では、自社生産の太陽光発電システム発売に向けて準備を進めております。 

② 海外事業 

 当第１四半期連結累計期間の海外事業セグメントは、売上高が43億35百万円、営業損失が15百万円となりまし

た。 

 中国では政府の不動産価格抑制策の影響もあり、売上高は減少となりました。米国では急激な円高の影響、また

住宅着工も低水準で推移しており、売上高は減少となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産残高は、1,446億27百万円（前連結会計年度末比７億81百万円増）となり

ました。流動資産は、受取手形及び売掛金が減少したこと等により860億35百万円（同12億30百万円減）となりま

した。また、固定資産は、土地、建設仮勘定及び投資有価証券の増加等により585億91百万円（同20億12百万円

増）となりました。  

 負債につきましては、支払手形及び買掛金、短期借入金が減少したこと等により598億52百万円（同５億73百万

円減）となりました。 

 少数株主持分を含めた純資産につきましては847億75百万円（同13億55百万円増）となりました。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、273億71百万円と前連

結会計年度末に比べ23億42百万円の増加となりました。 

 当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によって得た資金は59億19百万円となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益27億55百万円、

減価償却費12億88百万円及び売上債権の減少額35億８百万円等による資金の増加、仕入債務の減少額８億60百万円

及び法人税等の支払額17億86百万円等による資金の減少によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によって支出した資金は27億32百万円となりました。これは主に有価証券の売却・償還５億円等による

資金の増加、有価証券の取得11億６百万円及び有形固定資産の取得18億43百万円等による資金の減少によるもので

あります。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動によって支出した資金は８億97百万円となりました。これは主に短期借入金の純減少額１億59百万円及

び配当金の支払額６億70百万円等による資金の減少によるものであります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

現時点における業績予想につきましては、平成23年２月10日に公表いたしました予想と変更はありません。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 当社は、平成23年１月１日付で、連結子会社であったノーリツエレクトロニクステクノロジー㈱を吸収合併して

おります。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② たな卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の実地たな

卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、連結子会社において収益性の低下が明らかなものについてのみ正味

売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。  

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31 

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を 

適用しております。  

② 四半期連結損益計算書関係 

 当第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26

日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月

24日 内閣府令第５号）の適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の

科目で表示しております。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 20,064 22,225

受取手形及び売掛金 43,800 47,172

有価証券 8,696 4,595

たな卸資産 9,255 9,528

その他 4,425 3,996

貸倒引当金 △208 △252

流動資産合計 86,035 87,266

固定資産   

有形固定資産 29,045 28,273

無形固定資産 1,882 1,830

投資その他の資産   

投資有価証券 20,517 18,984

その他 7,494 7,837

貸倒引当金 △348 △346

投資その他の資産合計 27,663 26,475

固定資産合計 58,591 56,579

資産合計 144,627 143,845

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 30,011 30,752

短期借入金 2,108 2,264

未払法人税等 1,648 1,867

賞与引当金 2,928 1,401

役員賞与引当金 － 20

製品保証引当金 508 500

製品事故処理費用引当金 142 170

その他 8,925 9,996

流動負債合計 46,273 46,972

固定負債   

退職給付引当金 8,350 8,274

役員退職慰労引当金 29 37

製品保証引当金 728 779

その他 4,469 4,361

固定負債合計 13,578 13,453

負債合計 59,852 60,425

㈱ノーリツ（5943）平成23年12月期　第１四半期決算短信

-4-



（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 20,167 20,167

資本剰余金 22,956 22,956

利益剰余金 46,555 45,609

自己株式 △5,079 △5,020

株主資本合計 84,601 83,713

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 949 613

繰延ヘッジ損益 △19 －

為替換算調整勘定 △768 △920

評価・換算差額等合計 160 △307

少数株主持分 12 13

純資産合計 84,775 83,419

負債純資産合計 144,627 143,845
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 44,401 45,419

売上原価 29,766 31,150

売上総利益 14,635 14,268

販売費及び一般管理費 11,706 11,429

営業利益 2,928 2,839

営業外収益   

受取利息 24 56

受取配当金 11 12

受取賃貸料 41 41

為替差益 32 43

その他 160 163

営業外収益合計 271 318

営業外費用   

支払利息 27 12

固定資産賃貸費用 37 35

その他 39 66

営業外費用合計 105 114

経常利益 3,094 3,043

特別損失   

固定資産処分損 17 22

投資有価証券評価損 338 －

災害による損失 － 24

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 240

その他 － 0

特別損失合計 356 287

税金等調整前四半期純利益 2,737 2,755

法人税、住民税及び事業税 961 1,754

法人税等調整額 132 △615

法人税等合計 1,094 1,139

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,616

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3 △0

四半期純利益 1,639 1,616
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,737 2,755

減価償却費 1,181 1,288

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 240

投資有価証券評価損益（△は益） 338 －

売上債権の増減額（△は増加） 3,246 3,508

たな卸資産の増減額（△は増加） △112 336

仕入債務の増減額（△は減少） △227 △860

法人税等の支払額 △556 △1,786

その他 △384 437

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,224 5,919

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △944 △1,106

有価証券の売却及び償還による収入 501 500

有形固定資産の取得による支出 △965 △1,843

その他 9 △282

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,399 △2,732

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △175 △159

配当金の支払額 △670 △670

その他 △7 △68

財務活動によるキャッシュ・フロー △854 △897

現金及び現金同等物に係る換算差額 16 52

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,987 2,342

現金及び現金同等物の期首残高 16,461 25,029

現金及び現金同等物の四半期末残高 20,448 27,371
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 該当事項はありません。  

  

 〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第１四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日） 

（注）１．事業区分の方法 

事業は、製品及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分の主要な事業内容 

  

 〔所在地別セグメント情報〕 

 前第１四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日） 

（注）本邦以外の区分に属する主な国又は地域について「アジア」「北米」に区分しておりますが、全セグメン

トの売上高の合計に占めるそれぞれの地域の割合が10％未満であるため、「その他の地域」として一括し

て記載しております。 

１．国又は地域の区分の方法は、地理的近接度により区分しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

温水・空

調機器 

(百万円)

住設シス

テム機器

(百万円)

厨房機器

(百万円)

その他事

業 

(百万円)

計 

(百万円) 

消去又は

全社 

(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高               

(1)外部顧客に対する売上高  32,650  4,334  5,385  2,031  44,401  －  44,401

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 101  －  －  15  116 (116)  －

計  32,752  4,334  5,385  2,046  44,518 (116)  44,401

営業費用  29,913  4,498  5,328  1,849  41,590 (116)  41,473

営業利益（△損失）  2,838  △164  57  197  2,928  －  2,928

事業区分 主要製品  

温水・空調機器 

ガス温水関連機器（ガスふろ給湯器、ガス給湯器、ガスふろがま、ガス温水暖房

機） 

オイル・空調関連機器（石油ふろ給湯機、石油給湯機、石油温水暖房機、太陽熱温

水機器、暖房端末機器） 

外注工事関連、修理サービス 

住設システム機器 
システムバス、システムキッチン、洗面化粧台、浴槽、ろ過システム 

外注工事関連、修理サービス 

厨房機器 
コンロ、食器洗浄乾燥機、オーブンレンジ、小型湯沸器 

外注工事関連、修理サービス 

その他事業 コンポーネント事業関連部品、新規事業 

  
日本

（百万円） 
その他の地域
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高 40,547 3,854 44,401  －  44,401

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
1,382 1,659 3,042 (3,042)  －

計  41,930 5,514 47,444 (3,042)  44,401

営業費用   39,373  5,141  44,515 (3,042)  41,473

営業利益 2,556 372 2,928  －  2,928
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２．各区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。 

その他の地域 アジア…中国  

北米……米国 

  

 〔海外売上高〕 

 前第１四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日） 

（注）１．「日本以外の地域」の海外売上高は、「アジア」「北米」「その他の地域」に区分しておりますが、

全セグメントの売上高の合計に占めるそれぞれの地域の割合が10％未満であるため一括して記載しており

ます。 

(1）国又は地域の区分の方法は、地理的近接度により区分しております。  

(2）日本以外の地域に含まれる主な国又は地域は次のとおりであります。 

日本以外の地域……米国、中国、台湾、韓国、ブラジル、オーストラリア、ニュージーランド、イ

ギリス、オランダ、イタリア 

２．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。  

  

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループ構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、主に温水機器等を製造・販売しており、国内事業、海外事業において製造および販売の体制を

構築し、それぞれの事業における包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は、製造および販売の体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「国内事

業」、「海外事業」の２つを報告セグメントとしております。 

 なお、能率電子科技（香港）有限公司および能率香港集団有限公司は当社で使用する部品の調達を主目的として

いるため、国内事業に区分しております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

 当第１四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年３月31日） 

 （単位：百万円）

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 

平成20年３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

  

  日本以外の地域

Ⅰ 海外売上高（百万円）  4,478

Ⅱ 連結売上高（百万円）  44,401

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
 10.1

  

  

報告セグメント 
調整額 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 国内事業 海外事業 合計 

売上高 

 外部顧客に対する売上高 

 セグメント間の内部売上高又は振替高

 42,022

972

 3,397

938

 

 

 

45,419

1,910

 

 

 

－

(1,910)

 45,419

－

計   42,994   4,335   47,330   (1,910)   45,419

営業利益又は営業損失（△）   2,854   △15   2,839  －   2,839

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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